
DOの機能
� 近代初期英語では従来の動詞と主語を入れ替え疑問文をつ
くる方法と新しくdoを主語の前に置き、動詞は平叙文と同じく
主語＋動詞の語順を維持する方法が、並存するようになっ
た。
� Why went you there?  Why did you go there?

� これは従来は重い動詞も前置出来たが、徐々に出来にくく
なってきたことの表れと見ることが出来る。

� 否定文においてもdoを用いる方法と用いない方法が並存し
ていた。
� I went not there.  I didn’t  go there.
� 否定であることを早く知らせるという意味で、あせり度が高く
なってきているとみなすことが出来る。



イギリス史のおける研究

� イギリス史の研究では近世になって自由度が増し、
個人主義の傾向が強くなったといわれている。
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